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         日本アディクション看護学会  第 15 回学術集会開催にあたって 

大会長 寳田 穂（武庫川女子大学看護学部教授） 

 

 

 
大会長  寳田 穂 (たからだ みのり) 

（武庫川女子大学看護学部教授） 

 

この度、第 15 回日本アディクション看護

学会学術集会を 2016 年 9 月 3 日(土)・4 日

(日)の２日間にわたり、武庫川（むこがわ）

女子大学で開催させていただきます。本学

会の西日本での開催は、今回が初となりま

す。 

第 15 回のメインテーマは、「依存症と感

情～拒否の連鎖から支援の連鎖へ～」とし

ました。アディクション問題にかかわる援

助職者には、拒否的な感情や無力感といっ

たネガティブな感情が生じやすいことが、

国内外で問題視されています。一方で、ア

ディクション問題にかかわる援助職者は、

二次的外傷性ストレスやバーンアウトに陥

り易いことも報告されています。援助職者

が傷ついた状態では、ケアを継続すること

は困難です。困難な課題に取り組む援助職

者に対しても、何らかの支援が必要ではな

いでしょうか。拒否的な感情の連鎖を支援

的な感情の連鎖に変化させるには何が必要

なのでしょうか。 

基調講演は、「自由であること・とらわれ

ること」をテーマに、「感情と看護」に関す

る第一人者である武井麻子先生にお話しい

ただきます。複雑多様で、援助者にも様々

な感情が喚起されやすい、アディクション

への取り組みについて、人間の多様性もふ

まえながら、ともに考えることができれば

と思います。  

また、アディクション問題は、生活習慣

やストレス対処行動のあり方とも関連し、

様々な精神保健上の健康問題や慢性疾患、

回復が困難な事例の背景に潜んでいること
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があります。アディクション問題と認識さ

れていない場合もあります。そこで、アデ

ィクション問題として認識されているテー

マだけにとどまらず、幅広いテーマで交流

集会・演題発表を募集し、アディクション

に関連する問題への取り組みについて、多

角的な検討ができればと思います。 

会場となっている武庫川女子大学は、大

阪からも神戸からもアクセスのよい阪神沿

線に立地しています。大阪や神戸には、様々

な観光地があります。近隣には、甲子園球

場があり、学会前日と当日はプロ野球が開

催予定です。学術集会の学びのみならず、

観光やレジャーをも通して、地域文化や食

文化についても楽しみ学んでいただければ

幸いです。 

会員の皆様をはじめアディクション問題

に取り組んでおられる様々な立場の方々の

ご参加を、実行委員一同、お待ちいたして

おります。 

 

 

 

【概要】 

 大会テーマ：依存症と感情～拒否の連

鎖から支援の連鎖へ～ 

 会期：2016 年 9 月 3 日(土)～4 日(日) 

 会場：武庫川女子大学中央キャンパス 

日下記念マルチメディア館 

   兵庫県西宮市池開町 6-46 

（阪神電車「鳴尾(武庫川女子大前)」駅より

徒歩 7 分） 

 

 
会場の日下記念マルチメディア館 

 

【主なプログラム】 

＜１日目：９月３日（土）＞ 

 学術集会会長講演「看護における多様

性と感情」寳田 穂（武庫川女子大学看

護学部教授） 

 基調講演「自由であること・とらわれ

ること」武井麻子先生（日本赤十字看

護大学名誉教授） 

 特別講演「発達障害とトラウマ～アデ

ィクションからコネクションへ～」大

久保圭策先生（大久保クリニック院長） 

 特別企画「アディクションライブラリ

ー～語る本～」（本となってくださる

方々10 名程度を予定） 

 交流集会、演題発表（口演・ポスター）

を予定 

 

＜２日目：９月４日（日）＞ 

 教育講演「家族支援の見立て」倉石哲

也先生（武庫川女子大学文学部教授・

臨床心理士） 

 ランチョンセミナー「痛みとアディク

ション」倉田めば先生（薬物依存症回

復支援団体 Freedom 理事） 

※軽食(サンドイッチ、飲料)付き、限定 100

食。事前参加申し込み時に一緒にお申し込み

第 15 回日本アディクション看護学会 
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ください。（当日参加の方は、余裕が出た場合

に受付にて先着順でお申し込みいただけます） 

 シンポジウム「アディクション問題に

おける感情とケア～支援の連鎖をめざ

して～」 

 座長：宮本眞巳先生（亀田医療大学）、

米山奈奈子先生（秋田大学） 

 シンポジスト： 

奥村純子先生（岐阜県看護協会）、 

松本良枝先生（大阪府立高等学校）、

辻本直子先生（有限会社オラシオン）、

大川和男先生（独立行政法人国立病院   

機構下総精神医療センター） 

 交流集会、演題発表（口演・ポスター）

を予定 

 

【参加申し込み】 

＜参加費＞ 

 会員： 事前 4,000 円 当日 5,000 円 

 非会員：事前 6,000 円 当日 7,000 円 

 学生(大学院生含まず)・当事者・家族： 

当日 1,000 円 

 弁当代金：両日とも 1,000 円（お茶付） 

※事前申し込みの弁当希望者のみ。当日参加

の方は各自で昼食をご用意ください。 

※学会当日は、夏季休暇中の土日のため、大

学食堂および近隣の多くの食堂は休業中です。 

 懇親会： 4,000 円（会場の都合につ

き 50 名までとさせていただきます） 

 事前申込 2016 年 1 月 11 日～7 月 8 日 

 

＜事前参加登録申し込み方法＞ 

下記１および２を、7 月 8 日(金)までに終

えてください。 

1. 学術集会ホームページより参加申込書

をダウンロードの上ご記入いただき、

学術集会事務局宛にメールまたは FAX

でお送りください。メールの件名は「事

前参加登録」としてください。 

メール： 15jssan@mukogawa-u.ac.jp 

FAX： 0798-39-9022 

2. 郵便局備え付けの振替用紙にて、申込

代金（学会参会費、懇親会費、弁当代

を合計した金額）を下記口座へお振り

込み願います。 

※原則として、申込書提出から 1 週間以内に

お振込みください。 

※〆切間近にお申込みの方は、お振込みも 7

月 8 日(金)までにお済ませください。  

振込先口座： 

記号番号：  

００９６０－９－３３１９０４ 

加入者名： 

日本アディクション看護学会第１５回学術集会 

詳細は学術集会ホームページをご確認く

ださい。 

 

 
第 15回学術集会テーマ画像（倉田めば氏作品） 

 

 

【交流集会申し込み】 

 募集期間： 

2016 年 2 月 1日～4月 29日→5月 20日 

 募集形式：９０分の時間を自由な形式

でご使用ください。参加人数制限があ
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る場合は、その人数と制限の方法につ

いて抄録にも記載してください。 

 申し込み方法： 

E メールに、①申込用紙（学術集会ホ

ームページよりダウンロードしてくだ

さい）と②抄録の２つを添付してご提

出ください。 

 提出先メールアドレス： 

15jssan@mukogawa-u.ac.jp 

 件名は「交流集会申込_代表者氏名」

としてください 

 

 抄録作成要領： 

Microsoft Wordにて下記要領で抄録を

作成し、ファイル名を「交流_代表者氏

名.doc」または「交流_代表者氏名.docx」

として保存してください。 

 A4 判横書き、40 字×40 行、明朝体、

余白は上下 25mm、左右 22mm 

 演題：第１行に中央寄せ（14pt、太

字） 

 副題：あれば第２行に中央寄せ

（12pt） 

 氏名（所属）：題から１行あけて右

寄せ（10.5pt） 

 本文：氏名（所属）から１行あけて

始める 

※背景、主旨、方法または内容などが盛り込

まれて記載されていることが望ましいです。 

 

 抄録見本や抄録作成用フォーマットは、

学術集会ホームページからダウンロー

ド可能です。ご活用ください。 

詳細は学術集会ホームページをご確認く

ださい。 

 

 
武庫川女子大学キャラクター ラビー 

 

 

【演題申し込み】 

 募集期間： 

2016 年 2 月 1 日～5 月 27 日 

 募集形式：①口演、②示説（ポスター

発表） 

※お申し込みの発表形式とは異なる発表をお

願いする場合があります。最終的な決定は、

学術集会会長にご一任ください。 

 要件：発表内容は、未発表のものに限

ります。筆頭者としての応募は、一人

一演題とさせていただきます。ただし、

共同演者としての連名はこの限りでは

ありません。 

 抄録作成要領： 

Microsoft Wordにて下記要領で抄録を

作成し、ファイル名を「交流_代表者氏

名.doc」または「交流_代表者氏名.docx」

として保存してください。 

 A4 判横書き、40 字×40 行、明朝体、

余白は上下 25mm、左右 22mm 

 演題：第１行に中央寄せ（14pt、太

字） 
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 副題：あれば第２行に中央寄せ

（12pt） 

 氏名（所属）：題から１行あけて右

寄せ（10.5pt） 

 本文：氏名（所属）から１行あけて

始める 

※連名の場合は発表者に○をつけ

てください。 

※抄録に図表を使用する場合は、Word の

ファイルの他に PDFファイルもご提出く

ださい。 

 抄録見本や抄録作成用フォーマットは、

学術集会ホームページからダウンロー

ド可能です。ご活用ください。 

 抄録提出方法： 

下記要領で抄録ファイルを E メールに

添付してご提出ください。 

 提出先メールアドレス： 

15jssan@mukogawa-u.ac.jp 

 メール件名は「一般演題申込_発表

者氏名」とし、メール本文に以下の

内容をご記入ください。 

1. 申込者氏名 

2. 所属 

3. 日本アディクション看護学会の

会員番号 

4. 連絡先（住所、電話、E メール） 

5. 希望発表形式 （①口演、②示説、

③どちらでもよい） 

※E メールによる抄録提出が出来ない場合は、

事務局にお問い合わせください。 

詳細は学術集会ホームページをご確認く

ださい。 

【宿泊案内】 

 武庫川女子大学中央キャンパスへお越

しになるには、下記エリアでの宿泊が

便利です。 

 阪神 甲子園駅周辺 

 阪神 尼崎駅周辺 

 梅田駅・JR 大阪駅周辺（大阪・キタ） 

 神戸三宮駅周辺 

 大阪難波駅周辺（大阪・ミナミ） 

 近年、外国人観光客の増加により、関

西エリアのホテルは、全般的に予約の

大変取りづらい状況が続いております。

このため、くれぐれも宿泊予約はお早

めに行ってください。 

【問い合わせ先】 

日本アディクション看護学会第 15 回学術

集会事務局（武庫川女子大学看護学部精神

看護学分野内） 

15jssan@mukogawa-u.ac.jp 

阪神本線

地下鉄御堂筋線

阪神なんば線

鳴尾

京都方面へ

奈良方面へ

新大阪

大阪難波
（なんば）

梅田
（大阪）

尼崎甲子園神戸三宮
（三ノ宮）

武庫川女子大学へは、阪神鳴尾駅が最寄りとなります。
注）特急や急行は止まりませんのでご注意ください（普通・各駅停車のみ）。

ＪＲ
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《 事務局からお知らせ 》 

(日下修一) 

事務局長交代並びに事務局移転 

平成 28 年 4 月 1 日を以て、事務局長を日 

下修一理事より、田中留伊指名理事に変更

します。それに伴い、事務局を以下の住所

に移動します。 

 

〒152-8558 

東京都目黒区東ヶ丘 2－5－1 

東京医療保健大学東が丘・立川看護学部 

田中留伊 研究室内 

 

なお、事務局移動作業のため、実際の移動

は 4 月中旬～下旬となります。 

郵送物等は新事務局宛送っていただきます

ようお願いいたします。 

 

学会誌アディクション看護編集委員長交替 

平成 28 年 4 月 1 日を以て、アディクション

看護編集員長を日下修一理事より、伊藤桂

子指名理事に変更します。 

 

編集委員会住所 

〒143-0015 

東京都大田区大森西 4－16－20 

東邦大学看護学部  

伊藤桂子 研究室内 

 

 

 

《 編 集 後 記 》 

この度の熊本地震により被災されました皆

様にこころよりお見舞い申し上げます。被

災された地域の皆様の安全と一日も早い復

興を心よりお祈り申し上げます。 

 ニューズレター発行が遅れましたことを

お詫び申し上げます。(荒木とも子) 

 

 

 

日本アディクション看護学会事務局 

〒271-8555 

千葉県松戸市岩瀬 550 

聖徳大学看護学部精神看護学日下研究室 

TEL：047-365-1111（代表） 

【事務局 E-mail】 

jadict-office@umin.ac.jp 

日本アディクション看護学会補助機関誌 

発行:平成 28年 3月 31日 

編集長:荒木とも子 

発行者:日下 修一 
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